

















































































































































































































鍼経験 灸経験 人数 （％）
あり あり 88 30％
あり なし 68 23％
なし あり 6 ２％
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統計から近隣地区の住民の年齢層別分布パターンを調べ
たところ（図５下段），両者はよく類似していた．この
ことから，当センターにおける若年型の患者年齢分布は
大規模なマンションが近年相次いで建築され，働き盛り
の若い世帯が急速に増加している７）という近隣エリア
の特性に依存しているものと考えられた．また，職業別
内訳で会社員の比率が44％と高く，逆に農林水産業従事
者が０名であったことなども先行研究２−５）の結果と大
きく異なっていたが，このことも都心の新興住宅エリア
という立地条件による特徴と考えられた．
４．来所患者の主訴について
来所患者の初診時における主訴部位は，いわゆる肩こ
りや腰痛など，頚肩部，腰背部の整形外科系愁訴が目立
って多かった．この傾向は先行研究２−５）における報告
内容と同様であり，鍼灸の適応症としての肩こり，腰痛
というパブリックイメージが強く影響しているものと考
えられた．厚生労働省実施の国民生活基礎調査８）によ
れば，肩こりと腰痛は長らく有訴者率の高い症状第１，
２位を占めてきている．これら愁訴改善のために鍼灸に
寄せられる期待に答えるために，今後も臨床活動を積極
的に展開しつつ，鍼灸医療に関する情報の提供，啓発活
動につとめていきたいと考えている．
他方，整形外科系愁訴以外では，骨盤位や不妊等産婦
人科系疾患・愁訴が25件みられたが，これらの多くは産
婦人科領域における鍼灸治療に関する症例集積，臨床的
研究を推進中の鍼灸センター施術スタッフに向けての外
部病院からの紹介状によるものであった．この例のよう
に，施術スタッフの経験を生かした専門性の高い外来活
動を展開することは，症例の集積効率を高め，当該領域
における鍼灸の有効性・有用性に関するエビデンス構築
のために重要であるだけでなく，各医療機関との連携な
ど，地域医療システム全体における鍼灸医療のあり方を
模索する上での貴重な情報をもたらすものと考えられ，
今後積極的に取り組んでいきたい課題の一つである．
Ⅴ．まとめ
１．東京有明医療大学附属鍼灸センターの概要と，開所
から2012年３月までの来診患者の実態について報
告した．
２．集計対象期間における鍼灸センター来所患者数は
初診患者数は298名，累計患者数は2,291名であっ
た．
３．来所患者を居住地域別にみると，その多くが有明
地区，東雲地区といった徒歩で来所可能なエリア
に居住していた．
４．来所患者の年齢層別分布状況についてみると，先
行事例と比較して若年型の年齢分布となってお
り，都心の新興住宅エリアという鍼灸センターの
立地条件による特徴と考えられた．
Ⅵ．おわりに
以上，東京有明医療大学附属鍼灸センターの概要と開
所から2012年３月までの来所患者実態について報告し
た．今回報告対象とした期間の活動を経て，2012年４月
からは鍼灸学科第１期生の臨床実習（附属鍼灸センター
実習）を開始している．また，同月より，はり師・きゅ
う師の卒後研修の場を提供することを目的として，鍼灸
センター臨床研修制度をスタートさせ，研修生の受け入
れを開始している．これらの詳細については追って報告
することとしたい．
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